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新しい時代を主体的に切り拓く人づくりのために

三八教育事務所

所長 赤石 光弘

管内の各学校では、子どもたちの「生きる力」を育むことをねらいとしている学習指導要領

、 、 。の着実な実施に向けて 学校運営に創意工夫をこらし 特色ある教育活動が行われています

また、社会教育においても、学校・家庭・地域の連携・協働による地域の活性化や郷土に誇り

を持つ教育の推進が行われています。このように、各学校並びに関係諸機関の皆様方には、そ

れぞれの目標の達成に向けて取り組んでいることに対し、厚く御礼申し上げます。

さて、小学校に引き続いて昨年度は中学校においても、学習指導要領が全面実施となりまし

た。今回の改訂では、子どもたちが未来の社会を切り拓いていくために必要な資質・能力の確

実な育成を目指しています。そのために、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善が

強く求められています。さらには、子どもたちに求められる資質・能力は何かということを社

会と共有・連携する「社会に開かれた教育課程」の実現も重視されております。各学校におい

ては、子どもたちの姿や地域の実情等を踏まえて、各学校が設定する学校教育目標を実現する

ために、学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、それを実施・評価し改善していく「カリ

キュラム・マネジメント」に努めることが求められております。

このような中、青森県教育委員会では、青森県教育振興基本計画（２０１９年度～２０２３

） 、「 」 、「 、 、年度 を策定し 青森県教育施策の方針 については 郷土に誇りを持ち 多様性を尊重し

創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く人づくり」を継続して掲げ、様々な施策を進め

ております。特に重点的に取り組む施策である令和４年度の「施策の柱」とその概要は、以下

のとおりです。

１ 次代を担う子どもたちに求められる資質・能力の育成

「小・中学校における教員のＩＣＴ活用指導力向上事業 「小・中学校外国語」、

教育充実支援事業 「命を守る！防災教育推進事業」などの事業を継続して実施」、

します。

２ 地域で活躍する人財の育成及び県内定着の促進

子どもたちのふるさとに対する理解を深め、誇りや愛着心を醸成する取組を行うとと

もに、子どもたちの将来の県内定着に向けた取組を推進します。

３ 子どもを守り支える安全・安心な教育環境の整備

「学校の教育相談体制充実を支援する外部専門家活用事業 「地域における特」、

別支援教育相談体制強化事業」などの事業を拡充・継続して実施します。それら

の諸事業をとおして、いじめや不登校などに対する相談支援体制や、特別な教育

的ニーズのある子どもへの支援体制の充実を図ります。

４ スポーツの振興と文化財の保存・活用

「楽しさアップ！子どもの健康づくり事業」を継続して実施し、子どもたちが

楽しいと感じる体育への授業改善と運動習慣が身に付く取組を推進します。また、

「小学生による縄文遺跡と地域の文化財体験事業」を継続して実施し、子どもた

ちが地域の文化財に関する理解を深める取組を推進します。

各学校においては、県の教育施策や重点事業に対しての全職員の共通理解のもと、地

域や学校の実態に即した教育実践を進めるようお願い申し上げます。併せて、子どもた

ち一人一人の「生きる力」の確かな育成とともに、今日的な教育課題に対応していくた

、 、「 」、めに 教職員自らが自覚と課題意識を持ち 校長及び教員の資質の向上に関する指標

「青森県教職員研修計画」を基に、各々のキャリアステージに応じて、社会の要請に応

える資質の向上に努めるようお願い申し上げます。

三八教育事務所といたしましても 「青森県教育施策の方針」のもと、令和４年度の、

「施策の柱 「学校教育指導の方針と重点 「社会教育行政の方針と重点」などを踏ま」、 」、

、「 」 、 、え 三八の教育 の一層の改善・充実を図ったところであり 管内教育委員会や関係諸機関

教育界の先達の方々には、本冊子を積極的に御活用いただくとともに、三八の教育の推進に当

たって、これまでと同様に御支援・御協力くださいますようお願い申し上げます。
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Ⅰ 青森県教育施策の方針

青森県教育委員会は、郷土に誇りを持ち、多様性を

尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓

く人づくりを目指します。このため、

夢や志の実現に向け、知、徳、体を育む学校教育

学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育

次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用

活力、健康、感動を生み出すスポーツ

を、市町村教育委員会、家庭や地域社会との連携を図

りながら推進します。

平成２６年１月８日決定

Ⅱ 青森県教育委員会の「施策の柱 〔令和４年度〕」

１ 次代を担う子どもたちに求められる資質・能力の

育成

２ 地域で活躍する人財の育成及び県内定着の促進

３ 子どもを守り支える安全・安心な教育環境の整備

４ スポーツの振興と文化財の保存・活用
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令和４年度  社会教育行政の方針と重点  

青森県教育委員会  

１ 方 針  

県民が、自己の向上を目指して生きがいのある充実した生活を送ると  
ともに、豊かで住みよい地域社会を形成することができるよう、学びを  
生かしつながりをつくり出す社会教育の推進に努める。  

 

２ 重 点  

（１）学校・家庭・地域の協働による未来を担う人財の育成  
ア  地域学校協働活動の促進  
イ  地域が支えるキャリア教育の充実  
ウ  子どもの読書活動の充実  
エ  家庭教育支援の充実  
オ  青少年の体験活動の充実  

 
（２） 活力ある持 続 可能な地域づ く り に 向 け た 人 財 の 育 成  
ア  地域活動の実践者、コ―ディネーターの養成  
イ  次代の地域を担う若者の育成  
ウ  地域活動に関わる人財のネットワーク形成の支援  
エ  多様な働き方を可能にする学び直しの機会の充実  

 
（３） 生涯を通じた学びと社会参加の推進 

ア  高齢者や障害者を始めとする多様なニーズに応じた学びの機会の充実  
イ  学習成果を生かした社会参加活動の支援  

 
（４）社会教育推進のための基盤整備  
ア  社会教育推進体制の充実  
イ  社会教育施設の機能の充実と活用の促進  
ウ  社会教育関係職員の養成と資質の向上  
エ  社会教育関係団体等の活動の支援  

 
 

※人は青森県にとって「財（たから）」であるという基本的な考え方から、  
ここでは「人材」を「人財」と表しています。  
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令和４年度 体育・健康スポーツ行政の方針と重点  

青森県教育委員会  
  
１ 方  針 

県民一人一人が、生涯にわたり健やかで活力に満ちた生活を送ることができるよう、学校におけ 
る体育・健康教育の充実、生涯スポーツ及び競技スポーツの推進に努める。 

 

２ 重  点 

（１）学校における体育・スポーツの充実 
 児童生徒が、豊かなスポーツライフの実現を目指し、自ら進んで運動に親しむ資質や能力を身 
に付け、健康の保持増進と体力の向上を図ることができるよう、学校における体育・スポーツの 
充実に努める。 
ア 教科体育（保健体育）における学習指導の充実  
イ 体力の向上を図る指導の充実  
ウ 体育（保健体育）担当教員等の研修の充実  
エ 運動部活動の充実  

 
（２）健康教育の充実 

 児童生徒が、心身ともに健康で安全な生活について理解し実践できるよう、学校、家庭、地域 
社会の連携を図り、学校保健、学校における食育及び学校安全を総合的に推進し、健康教育の充 
実に努める。 
ア 学校保健の充実  
イ 学校における食育の充実  
ウ 学校安全の充実  
エ 健康教育担当教員等の研修の充実  

 
（３）スポーツの推進 

 県民が生涯にわたり豊かなスポーツライフを実現できるよう、スポーツに親しむ環境づくりと 
競技力を向上させる環境づくりの充実を図り、スポーツの推進に努める。 
ア ライフステージに応じたスポーツ活動の推進  
イ 学校や地域における子どものスポーツ機会の充実  
ウ 地域のスポーツ環境の整備・充実  
エ 競技スポーツの推進  
オ スポーツによる地域の活性化  

 
（４）第８０回国民スポーツ大会の本県開催に向けた競技力向上の推進 

 ２０２６年に本県で開催される第８０回国民スポーツ大会での天皇杯・皇后杯の獲得に向けた 
総合的な競技力向上に努める。 
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青森 県 教育 委 員会  

１ 方   針 

  郷土への愛着と誇りを培い、うるおいと活力のある県民生活を実現するため、次代へ 

伝える、かけがえのない文化財の保存・活用に努める。 

 

２ 重   点 

（１）文化財の保護・保存 

かけがえのない文化財を次代に伝えるため、適切に管理し、保護・保存に努める。 

ア 文化財を大切にし、守り伝えようとする意識の啓発 

イ 文化財の調査や記録作成の実施    

ウ 国や県の文化財指定等の推進        

エ 文化財の保存・修理等の支援                          

オ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」を未来に継承する取組の推進 

（２）文化財の公開・活用 

県民が文化財に興味・関心を持ち、親しめるよう、公開・活用と情報発信に努める。 

ア 文化財の公開・活用の促進と情報発信 

イ 史跡等の公有化や整備の支援 

（３）伝統芸能・技術の継承 

地域で育まれ、保存・伝承されてきた伝統芸能や技術の継承に努める。 

ア 伝統芸能・技術の後継者の育成支援と発表機会の充実 

イ こどもの伝統芸能伝承活動の推進 

（４）博物館等施設の機能の充実 

県民が文化財に触れ、体験・体感できる機会の充実と情報発信に努める。 

ア 県立郷土館の展示・教育普及・調査研究活動の充実と情報発信 

イ 三内丸山遺跡センターの遺跡及び遺跡の出土品の保存、遺跡に関する調査研究・

展示・教育普及活動の充実と情報発信 

ウ 埋蔵文化財調査センターの発掘調査・研究活動と収蔵機能の充実及び情報発信 


